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●点 鐘       会長 堀口 裕之 
●ロータリーソング  

それでこそロータリー 
●高山中央ロータリークラブ職業倫理基準 
●ビジター・ゲストの紹介 
●会長の時間     会長 堀口 裕之 
 本日はクラブアッセンブリ

ーです担当委員長の皆様どう

ぞよろしくお願いいたしま

す。 

さて、地区会員増強委員長亀

井和彦様より「一日一言」とし

てクラブの退会防止に繋がれ

ばとの思いでクラブの皆様へ

送られてきておりますのでお伝えさせていただき

ます。 

6/8 My ROTARYの 2630地区会員数は、3,144名

です。2名増えました！いつもありがとうございま

す。 

今日は「人生は挑戦なり」です。私が経営する、古

民家カフェの小便器の前はガラス張りで外が見え

るようにしています。これは「男は立ってすべき！」

という私の持論です。さて、そのガラス張りの前に

「人生は挑戦なり」という看板を置いています。こ

れは汚れ防止のため、一歩前へ。という意味があり

ます。この前、用を足した若者が「感動しました！」

と私の妻に言ったそうです。妻はその若者に「ロー

タリーに向いていますね」とロータリーの勧誘を

したそうです。その若者は今朝もカフェを訪れま

した。明日も皆様にとって素晴らしい日でありま

すように！ 

 6/9 今日は「ニコニコボックス」です。「スマイ

ルボックス」とも呼びます。皆さんのクラブにも

「ニコニコボックス」はあると思います。これは例

会会場で会員が自由意思で善意の寄付金を入れる

箱を云います。起源は、東京説・大阪説と定かでは

ありませんが、会員や家族、事業などの慶び事、お

祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち

合い、また失敗したり、迷惑かけた時もユーモアた

っぷりに苦笑し、例会を賑わせて親睦を増進し、集

まったお金は奉仕活動資金に使用される、有意義

なお金です。 

 6/10今日は「例会での会長の挨拶（時間）」です。

よく、「例会での会長挨拶は命がけでやれ！」とか、

「会長の時間は職業奉仕の話を入れろ！」とか言

われます。私も今期、可児クラブの会長挨拶を 30

回以上しました。毎回、命がけで考えてレポートに

しています。しっかりと情報収集し、今月のロータ

リー月間に合わせて纏めています。現在の社会情

勢や諸問題を、職業を通じて、どう？改善していく

のか・・、も盛り込んでいます。5分と言われてい

ますが、いつも 8 分から 10 分話してしまいます。

(笑) 

 6/11 今日は「名前のないおにぎり」です。※実

話です。ある小さな田舎町に、一人のおばあさんが

住んでいました。名前は「たえ子さん」。年金暮ら

しで決して裕福ではありませんが、いつもニコニ

コしていて、町の人からは「おにぎりばあちゃん」

と呼ばれていました。というのも、たえ子さんは毎

朝 5 時に起きて、おにぎりをたくさん握っては、

町の駅のベンチにそっと置いていたのです。おに

ぎりには名前も何も書いておらず、ただラップに

包まれたそれは、まるで風のように、誰にも気づか

れずにそこにありました。そのおにぎりを、一人の

高校生が見つけます。彼の名前は「拓海」。母子家

庭で生活が苦しく、毎日コンビニの前で空腹に耐

えながら学校に通っていました。ある朝、駅のベン

チにぽつんと置かれたおにぎりを見つけた拓海は、

最初は疑いながらも、空腹に耐えきれず手に取り

ます。そして、ほおばった瞬間、―温かい涙があふ

れ出ましたー 「こんなにやさしい味、初めてだ…」

それから毎朝、拓海は駅に行き、おにぎりを食べて

◆会長  堀口 裕之  ◆幹事  高橋 厚生  ◆会報委員長 中屋 出  ◆会報担当 和田 良博 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1396 回 

52 名 52 名 35 名 ----- 67.31％ 

前々回 

1394 回 
52 名 52 名 41 名 1 名 80.77％ 
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美しい調和  「beautiful harmony」 
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学校へ向かいました。そしていつしか、そのおにぎ

りが彼の支えとなっていたのです。高校を卒業し、

大学に進学した拓海は、たえ子さんが病で亡くな

ったことを町の人から知らされます。そのお葬式

の場で、たえ子さんの日記が公開されました。そこ

には、こんな言葉が書かれていました。「誰かの朝

に、少しでも力をあげられたら、それで幸せです。」

と、拓海はその日から、毎朝早く起きて、おにぎり

を握り、駅のベンチに置くようになりました。かつ

て自分がもらったように。 

 6/12 今日は感動シリーズ第 2 段、「最後のお弁

当」です。高校三年生の結菜（ゆいな）は、毎朝母

が作ってくれるお弁当が嫌だった。地味な色合い、

煮物ばかりの中身、たまに入っている形の崩れた

卵焼き。 

「友達に見られるの恥ずかしいんだけど…もっと

可愛いお弁当にしてよ！」そう言った日、母は少し

だけ悲しそうな笑顔を浮かべて、「ごめんね、忙し

くて・・・でも、ちゃんと作るから・・・」と答え

た。それでも、結菜はお弁当をカバンの奥にしまい、

コンビニで買ったパンを食べるようになった。母

には黙っていた。・・・ある日、突然母が倒れ、病

院に運ばれた。病名は末期のがん。発見されたとき

には、もう手の施しようがなかった。それからは父

が食事を作ってくれたが、どこか不器用で、お弁当

も作らなくなった。そんなある朝、父が「これ、お

母さんが入院する前に作り置きしてたやつ…冷凍

してあった」と言って、ひとつのお弁当箱を差し出

してきた。恐る恐る開けてみると、そこには見慣れ

た煮物、崩れかけた卵焼き、そして小さなハート型

のにんじん。それを見た瞬間、結菜の目に涙があふ

れた。「…ずっと、私のために、（病気なのに）頑張

ってくれてたんだ」お弁当の下には、メモが入って

いた。「受験、がんばってね。あなたの頑張りが、

私の誇りです。愛してるよ。――母より」それ以来、

結菜は毎朝、自分でお弁当を作るようになった。地

味でも、形が崩れていても、そこには母から教わっ

た愛が詰まっていた。 

 6/13今日は、「四つのテスト」です。原文で説明

します。 

「The Four-way TEST」 

Of things we think, say or do 

１．Is it the TRUTH ? 

２．Is it FAIR to all concerned ? 

３ ． Will it build GOODWILL and BETTER 

FRIENDSHIPS? 

４．Will it be BENEFICIAL to all concerned ? 

標題の”Four-way”はハイフンで繋がれた単数語で

あり、”Test”も複数語になっていません。『The 

Four-way Test』は、４つの項目に対する試験では

なく、四方から眺めて判断すべし、との意味なので

す。 

４つで一組であり、４つの項目の内、３つ出来たら

７５点と言うのではなく、４項目すべてに合格し

なければパスしません。全部を一括しての自称自

戒なのです。 

 
●幹事報告      幹事 高橋 厚生 
◎国際ロータリー第 2630地区

ガバナー事務所より 

・ＲＩ会長エレクト辞任につ

いての報告 

・2025-26年度地区補助金支給

額内定の通知 

  支給予定額 487,872 円 

・クラブ増強報告書 4 月・5

月 

・国際ロータリー規定審議会報告書 

 

◎ロータリー米山記念奨学会よる 

・ハイライトよねやま 303 

 

＜クラブアッセンブリー＞ 
会員基盤維持増強部門担当理事及び会員維
持増強/会員選考/職業分類委員会 

委員長 下田 徳彦 
会員基盤維持増強部門の事業

報告として公共イメージ／IT

委員会と会員維持増強委員会

との連携した会員増強活動、お

よび DEI の推進による女性会

員の増強に努めていく活動を

実施してきました。 

会員維持増強/会員選考/職業

分類委員会としまして、副委員長に二木さん、委員

に和田さん、西さんの 3 名で活動してまいりまし

た。活動報告として昨年 8 月 5 日に、地区会員増

強委員の亀井和彦委員長をお招きしての卓話例会

を実施し、会員増強について会員の意識を高める

とともに、地区 DEI 推進小委員会の西委員にも委

員会の活動について卓話していただきました。ま

た今年 3月 10日は高山中央未来委員会担当の例会

をオープン例会として、共同で例会を開催しまし

た。当日は多くのオブザーバーに参加していただ

きました。その際には委員会という枠を超えて若

手メンバーを中心に多くの会員に協力していただ

きました。ご協力いただいた方々へは、この場を借

りて改めて御礼申し上げます。 

その時の内容を少しお話しますと、先ずは JC と

YEGにターゲットを絞り、実際に参加してもらいた

い人の会員候補リストの作成から始めました。「親

族に LCがいる」「まだ若い」「以前に断られた」・・・

など阻害要因に関係なく、先ずは例会に参加して

いただき、高山中央 RCの雰囲気を感じていただく
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事を念頭において、参加者への呼びかけをしてい

きました。そして候補者リストの中で参加者の担

当を決めて、例会前日までの確認作業のフォロー

をしていただきました。協力していただいたメン

バーのおかげで、オープン例会には 19名（内女性

2 名）の参加をいただき、メンバーと合わせて 65

名というオープン例会を開催できました。各テー

ブルに２～３名ずつ分かれて入っていただき、メ

ンバーとの交流をすることができ、参加いただい

た方からは、「楽しかった。」「みんな話が上手い」

「思ったイメージと違った」等の好印象の多くの

意見をいただきました。 

結果的には堀口会長が掲げた年度目標は未達でし

たが、今月に 4名のオリエンテーションを実施し、

新年度に向けて既に 4 名の新会員の確保ができた

事は、これまで会員増強に関わってきた皆様の成

果だと思いますし、今回のオープン例会が今後の

会員増強活動に弾みにつける取り組みになったと

感じています。 

一年間ありがとうございました。 

 
公共イメージ/IT委員会  
委員長 水口 邦博（代読：下田 徳彦） 

公共イメージ・IT 委員会を担当させていただきま

した委員長の水口です。委員会メンバーは田中由

泰さん、高木純さん、西倉良介さんでした。基本方

針として「IT を活用し、当クラブにおける事業活

動をより多くの方に知っていただくチャレンジを

実施。当クラブの歴史と昨今のトレンドを融合さ

せ、新しいイメージ作りに努める。」を掲げ、一年

間活動させていただきました。例会としては 8月

19 日に高校生団体 MAP06 のメンバーを例会に招き、

相互理解を深めるための交流会を行いました。多

くのメンバーの方々からの協賛金、クラブからの

協賛金、誠にありがとうございました。また、2月

中旬には 高山 3RC合同で、高山市民時報紙にロー

タリー特集号を掲載いたしました。以上で活動報

告とさせていただきます。一年間ありがとうござ

いました。 

 
奉仕プロジェクト部門担当理事及び社会奉
仕委員会     委員長 大保木 正博 
令和６年１０月２０日奉仕プ

ロジェクト部門三委員会(社会

奉仕・国際奉仕・ ロータリー

財団)の合同事業として、堀口

会長肝いりの「絵本は世界を入

口絵本 作家と作る１００階

建て家ワークショップ」プロジ

ェクトを実施しました。  地

区補助金利用とロータリー財団委員会の予算をよ

り充当しました。 

著名な絵本作家さんということで当日は大変多く

の親子連れの来場者があり 大いに盛り上がりま

した。クラブの皆様にはご協力ありがとうござい

ました。 

【社会奉仕委員会】 

環境保全を主眼として森林・緑地に関する課題に

ついて啓発活動を行うことを基本方針として活動

しました。 

令和７年４月７日には、地球温暖化による山林火

災の予防、水源や海洋資源の涵養の観点から森林

整備重要性が注目されているなか、高山市の森林

整備の現状を「高山市の森林整備計画について」と

題して高山市森林政策課の村田重春課長より卓話

を頂きました。 

令和７年６月２日には、環境整備とともに現代社

会に不可欠な課題である産業廃棄物の問題につい

て、「地域社会と環境の調和」産廃最終処分場建設

問題を理解すると題して高山市環境政策部の小林

一正指導監より卓話を頂きました。 

 
国際奉仕委員会 代理 堀口 裕之 
担当例会は、国際奉仕の分野で活躍してみえる方

を講師に迎えし卓話を頂き計画でしたので、2月 17

日（月）高山市役所の飛騨高山プロモーション戦略

部 部長川原幸彦様をお迎えし「高山市海外戦略

ビジョン」と題してお話し頂きました。 

 
ロータリー財団委員会  

委員長 前越 路子 
今期は、委員長は私前越、副委

員長が内田茂さん、委員が久々

野国良さん大原誠さんの４人

で活動いたしました。 

担当例会は、11月 25日にあり、

DVDを使用し、ポリオについて

の卓話を委員長が担当して行

いました。ポリオについては、

まず病としてのポリオとはどんなものか、後遺症

はどうなのか、ポリオ募金とロータリーの関係、日

本での取り組みの歴史などを話させていただきま

した。 

３月１６日の雫宮祭りで募金を行いました。あい

にくの雨でしたが、午前中高山ロータリーさんと

一緒に斐太高校のインタ－アクトと一緒に行いま

した。前年の益田清風高校のインターアクトと一

緒の募金の時も思いましたが、高校生と一緒だと

募金額が多くなります。 

また、今年のロータリー財団年次寄付は 15,000円

でお願いしましたところ、快く協力いただき、大変

ありがとうございます。ポリオ．プラス募金は

3,000円以上とお願いしましたところ、5,000円で

寄付していただいた方があり、此方もありがたい
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ことと思っています。 

毎年の寄付のお願いにご協力いただきありがとう

ございます。来年もよろしくお願いします。 

 
職業奉仕部門担当理事及び職業奉仕委員会 
委員長           清水 幸平 
担当委員会：職業奉仕委員会・

研修委員会   

基本方針 

職業奉仕委員会及び研修委員

会と連携を取り活動する。 

活動計画 

新会員オリエンテーションや

IDM開催につき、有効な会とな

るよう、協力し充実を図る。 

 

職業奉仕委員会 

委員長：清水 幸平 

副委員長：岩垣津 亘 

委員：中田 一男・渡辺 甚一 

基本方針 

職業奉仕に対する理解を深める。 

職業奉仕委員会研修セミナー 

 2024 年 11 月 30 日(土) 名鉄グランドホテルに

て開催 

 亀井ガバナーの基調講演、グループに分かれて

のディスカッション 

 A「既存の職業奉仕活動の成果と改善点」 

 B「若者や次世代の参加を促進する職業奉仕活動」 

 C「職業倫理の実践と課題」 

担当例会  

令和 7年１月 27日 社会奉仕の理解を深める例

会 予算 10,000円 

 職業奉仕委員会研修セミナーの内容を委員長が

報告しました 

 
研修委員会      委員長 大原 誠 
委員会名    高山中央 RC研

修委員会 
委 員 長    大原  誠 

委    員    3名：副委員長 

高原 清人：委員 中田  学・

岩本 正樹 

 

研修委員会は、下記基本方針

のもとオリエンテーションと IDM によって新しい

メンバーを歓迎するとともに研修を通じてメンバ

ー同士の交流を深め、クラブ全体の結束力を高め

る機会となるよう計画を実施してまいりました。 

基本方針： 

①クラブの新会員および現会員の教育と育成を通

じて、クラブ運営能力高めクラブの発展に寄与す

る。 

②IDM（インフォーマルディスカッション・ミーテ

ィング）を開催し、会員の理解とスキルアップに務

める。 

「活動実施内容」 

・IDM Informal Discussion Meeting 

開催日：2025年 4月 25日   

飛騨信用組合本店 4階会議室 

内容・目的:：クラブの歴史、ミッション、活動内

容を新会員に紹介し、クラブ活動への参加意 

識を高める。 

新会員・R５・R６年度   

上田 和史  西田 智  大坪 靖幸  村井 繁喜 

※ IDM終了後 “ひだホテルプラザ”へ移動し 

2Fレストランにて昼食会 

・オリエンテーション 

開催日：2025年 6月 10日   

飛騨信用組合本店 4階会議室 

内容:：新会員向けのクラブオリエンテーション 

新会員 令和 7年度新会員 4名 

ロータリークラブと高山中央ＲＣの事業について 

堀口 裕之   清水 幸平   高原 清人 

・プロジェクトマネジメント研修 

開催日：2024年 12月 9日例会日  

ひだホテルプラザ 

内容：「クラブプロジェクトの企画・運営方法に関

する研修」委員長 大原 

目的：効果的なプロジェクトマネジメント手法を

学び、クラブ活動の成果を高める。 

・研修委員会例会 

開催日：2025年 5月 26日例会日  

ひだホテルプラザ 

内容： 

① ４月 25 開催の IDM に参加しての感想やクラブ

活動に対する意見を発表 

西田 智  大坪 靖幸  村井 繁喜  3名  

② 1月 25日名古屋市で開催された「クラブ研修リ

ーダーセミナー」について発表 

研修委員会 副委員長 高原 清人 

 

・決算    予算 150,000円に対し決算額 56,761円 

以 上 

高山中央ロータリークラブの将来を担う新会員の

研修に携わることができ、私に個人にとりまして

も貴重な 1年となりました。 

当委員会の委員皆さんならびに講師をお務めいた

だきました堀口会長始め担当理事清水幸平さんの

ご協力のもと、無事終えることができましたこと、

感謝申しあげます。 

ありがとうございました。 
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ニコニコ委員会   委員長 今井 哲也 
皆さんこんにちは。本年度

ニコニコ委員会の委員長を

務めました今井です。 

委員として剱田さん、前越

さん、の 3 名で運営いたし

ました。 

「会員自身、ご家族、会社等

での慶び事やお祝い事を披

露し喜びを分かち合い、また迷惑を掛けた事、失敗

した事等は皆で慰め親睦を深める。ニコニコで集

まったお金は奉仕活動資金とする。」との基本方針

を掲げ活動しました。 

また、目標額を前年度同様に 70万円と設定いたし

ました。皆様のおかげで先週の時点では 56万円ま

で集めることができましたが、残念ながら目標額

には達しておりません。来週の最終例会において

もニコニコボックスを設置いたしますので、引き

続きご協力いただきますよう宜しくお願い致しま

す。一年間ありがとうございました。 

 
 
審議委員会からの報告と承認 
審議委員会委員長      岩本 正樹 
先日、次年度会長の都竹太志

さんより創立 35 周年記念事業

の財源として、ニコニコ BOX 及

び、創立記念事業積立金から

100 万円を超える額の支出をお

願いしたいので、審議会を開催

して審議してほしい旨の申し

出がありました。これは、高山

中央ロータリークラブ細則の「第 12条財務の中の

第 6 節にニコニコ BOX や創立記念事業積立金など

の積立金は 100 万円以上を支出する場合、審議委

員会が審議の上、会員の賛同を得て主に奉仕活動

などに使われる」に基づくものであり、第 7 節に

は「理事会メンバー以外の直近会長経験者が委員

長になる」とあります為に該当者であります私の

所に申し出がございました。その細則に従い私が

委員長となり、来年度理事会内の会長経験者から

田中雅昭さんと堀口裕之さん、理事会外の会長経

験者から島良明さんと清水幸平さんを選任させて

頂きまして計 5 名にて 6 月 9 日の例会終了後に審

議会を開催させて頂きました。 

その審議会の結果ですが、周信夫委員長の創立

35 周年実行委員会の来年度活動計画書より、8 月

30,31日の大阪万博旅行費用・11月 29日スピーチ

コンテスト費・令和 8 年 5 月 23 日創立 35 周年記

念式典費、あわせて 500 万円支出要請がございま

した。 

検討しました結果、ニコニコ BOX 積立金と創立記

念事業積立金から支出するという案で審議委員会

はまとまりました。無駄使いの無い支出を心がけ

る事を付け加えさせて頂きまして、皆さんの賛同

を頂きたいのですが、何かご意見とか質問のある

方はおられますか？ 

では、賛同される方は拍手をもってお願いいた

します。 

ありがとうございました。賛同者多数と認めさ

せて頂きましたので、来年度の創立 35周年実行委

員会に対し、ニコニコ BOX 積立金と、創立記念事

業積立から総額 500 万円を支出する事を認め、都

竹次期会長にはこれを報告させて頂きます。 

2025年 6月 16日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
皆様にお世話になりっぱなしの幹事というの 

も、おこがましい一年でございました。通常例 

会は本日が最後でございます。皆様の温かいご 

支援に感謝してニコニコへ。   高橋 厚生 

 

昨日、岐阜県薬剤師会の総会があり昨年の秋 

の叙勲のお祝いを頂きましたので一部をニコ 

ニコへ。           伊藤 正隆 

 

昨日は「はぐるま会」にて賀寿のお祝いありが 

とうございました。ゴルフの結果は相変わら 

ずでした。          都竹 太志 

 

昨日の「はぐるま会」沢山のハンディーを頂き 

ましたが優勝できませんでした。そのためニ 

コニコも気持ちだけになります。 周 信夫 

 

昨日、行われた今期最後の「はぐるま会」に参 

加されました皆様、悪天候の中お疲れ様でし 

た。個人的に色々と頂きましたのでニコニコ 

へ。             今井 哲也 

 

特に何もありませんがニコニコへ。  

剱田 廣喜 

 
 

 

 

 

＜ニコニコ BOX＞ 


